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六
月
町
議
会
報
告 

町
議
会
議
員 

常
山 

知
子 

 

六
月
十
四
日
～
十
五
日
の
会
期
で
、 

 

皆
野
町
議
会
の
六
月
定
例
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。（
会
期
は
二
日
間
で
し
た
が
、

十
四
日
で
す
べ
て
の
審
議
が
終
了
し
閉

会
と
な
り
ま
し
た
） 

一
般
質
問
は
６
名
（
小
杉
、
新
井
、

林
、
常
山
、
宮
原
、
内
海
）
の
各
議
員

が
行
い
ま
し
た
。
町
長
提
出
議
案
１
件

（
平
成
３
０
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
）、
同
意
１
件
（
教
育
委
員
の
任
命
）

で
し
た
。 

☆
来
年
度
か
ら
学
童
保
育
料 

無
料
化
の
み
な
お
し 

 

平
成
２
８
年
度
か
ら
学
童
保
育
料

（
六
千
円
）
を
無
料
に
し
ま
し
た
が
、

入
所
者
が
増
え
今
年
は
６
年
生
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。 

 

今
後
（
平
成
３
１
年
度
か
ら
）
無
料

の
対
象
を
住
民
税
の
非
課
税
世
帯
と
第

３
子
か
ら
の
子
ど
も
に
対
し
無
料
に
す

る
予
定
で
す
。（
内
海
議
員
の
一
般
質
問

に
答
え
た
も
の
） 

〈
請
願
審
査
報
告
〉 

 

「
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る

年
金
制
度
を
国
の
責
任
で
創
設
す

る
た
め
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る

請
願
」 

（
提
出
者
）
全
日
本
年
金
者
組
合 

秩
父
支
部 

（
紹
介
議
員
）
常
山
知
子 

 

こ
の
請
願
は
、
三
月
議
会
に
提
出
さ
れ 

総
務
・
教
育
・
厚
生
常
任
委
員
会
で
審
査
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

５
月
１
６
日
、
委
員
会
が
開
か
れ
各
議 

員
が
請
願
に
た
い
す
る
意
見
を
の
べ
ま 

し
た
。 

（
各
議
員
の
意
見
） 

 

☆
町
民
の
願
い
で
は
な
い
。 

 

☆
年
金
の
要
望
は
き
り
が
な
い
。 

 

☆
最
低
保
障
年
金
制
度
を
創
設
す
れ

ば
年
金
を
か
け
な
く
て
も
よ
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
。 

 

☆
資
金
を
ど
こ
か
ら
出
す
の
か
。 

 
☆
生
活
が
で
き
な
か
っ
た
ら
、
一
生

現
役
で
働
け
ば
よ
い
の
で
は
。 

☆
こ
の
請
願
は
実
現
可
能
か
？
不
可

能
な
も
の
を
出
す
こ
と
は
な
い
。 

 

結
果
、
１
対
４
で
「
意
見
書
」
を 

 

国
に
提
出
し
な
い
＝
「
不
採
択
」

と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
委
員
会
の
結
果
が
１
４
日
の 

六
月
議
会
に
報
告
さ
れ
、
委
員
会
報
告

の
「
不
採
択
」
に
反
対
討
論
を
内
海
、

常
山
議
員
が
行
い
ま
し
た
。 

 

賛
成
討
論
を
大
澤
径
子
議
員
が
行
い

ま
し
た
。 

 

採
決
の
結
果
、
反
対
２
（
内
海
・
常

山
）
賛
成
９
（
他
の
議
員
）
で
委
員
会

の
と
お
り
「
不
採
択
」
と
な
り
ま
し
た
。 

  

常
山
議
員
の
反
対
討
論 

「
毎
年
、
年
金
水
準
を
削
減
し
、
５
年

間
で
３
・
５
％
も
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。
消
費
税
の
８
％
増
税
、
介
護
保
険

料
の
引
き
上
げ
な
ど
年
金
生
活
者
は
き

び
し
い
状
況
で
す
。 

町
民
の
多
く
の
人
に
直
結
す
る
年
金

問
題
。
安
心
し
て
老
後
を
送
る
た
め
に

も
、
国
の
責
任
で
年
金
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
は
町
民
の
願
い
で
す
」 

人 

事 

☆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命 

 
 

 
 

 

小
林
歌
織
氏
（
皆
野
） 

☆
ポ
ピ
ー
ま
つ
り
の
来
場
者 

過
去
最
高 

 

５
月
１
９
日
～
６
月
８
日
ま
で
の 

来
場
者 

六
八
二
三
九
人 

 

町
内
の
無
料
券
を
利
用
し
た
人 

 
 

 
 

 
 

皆
野 

二
〇
四
人 

 
 

 
 

 
 

東
秩
父 

四
四
人 

 

今
年
は
ポ
ピ
ー
の
開
花
が
大
変
良
か

っ
た
こ
と
と
、
テ
レ
ビ
放
映
な
ど
で
情

報
が
発
信
さ
れ
、
過
去
最
高
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

（
請
願
第
２
号
） 

「
憲
法
９
条
改
定
に
反
対
す
る 

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」 

（
提
出
者
）
オ
ー
ル
１
１
区
市
民
の
会 

共
同
代
表 

荒
木
慶
和 

〈
紹
介
議
員
〉 

内
海
勝
男 

〈 
 

〃 

〉 

常
山
知
子 

 

こ
の
請
願
は
、
総
務
、
教
育
、
厚
生

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た 



  
常
山
議
員
の
六
月
議
会 

一
般
質
問
か
ら 

 

☆
学
校
図
書
館
に 

学
校
司
書
の
配
置
を 

（
質 

問
）「
学
校
図
書
館
法
」
が
改
正

さ
れ
「
学
校
図
書
館
に
学
校
司
書
を
配

置
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

学
校
図
書
館
に
学
校
司
書
を
配
置
す
る

考
え
を
再
度
お
聞
き
し
ま
す
。 

（
答 

弁
）
学
校
司
書
の
必
要
性
や
効

果
は
十
分
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
教
育
課
題
に
考
慮
し
て
、
学
校

司
書
の
配
置
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

（
質 

問
）
町
の
中
学
校
、
３
つ
の
小

学
校
に
あ
る
学
校
図
書
館
に
つ
い
て
、

本
の
整
理
な
ど
、
い
つ
も
図
書
館
が
開

い
て
い
て
子
ど
も
た
ち
が
読
み
た
い
本

が
探
せ
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
全
学
校
に
い

ま
す
か
。 

（
答 

弁
）
本
の
整
理
は
き
れ
い
に
し

て
い
ま
す
。
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

す
べ
て
の
小
学
校
で
活
動
し
て
い
ま

す
。 

（
質 

問
）
秩
父
市
の
学
校
で
、
学
校

図
書
館
を
中
心
に
働
く
支
援
員
の
話
で

す
。
図
書
館
に
行
け
ば
支
援
員
が
い
る
、

支
援
員
が
い
る
こ
と
で
先
生
の
負
担
が

減
り
、
そ
の
こ
と
を
何
よ
り
も
子
ど
も

た
ち
が
喜
ん
で
い
る
。
第
二
の
保
健
室

に
な
っ
て
い
る
。
色
々
な
角
度
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
本
の
要
望
に
答
え
て
い

る
。 

 

本
の
整
理
か
ら
資
料
提
供
な
ど
、
つ

ね
に
図
書
館
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に

環
境
を
整
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
う

し
て
本
好
き
の
子
ど
も
達
を
育
て
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
司
書
の
必

要
性
に
つ
い
て
ど
う
考
え
ま
す
か
。 

（
答 

弁
）
図
書
の
整
理
だ
け
で
な
く
、

質
の
高
い
図
書
館
指
導
が
で
き
る
レ
ベ

ル
の
高
い
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
こ
と
を
含
め
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
ま
す
。 

（
質 

問
）
国
の
「
学
校
図
書
館
整
備

等
５
ヶ
年
計
画
」
の
中
で
学
校
司
書
配

置
の
財
政
措
置
は
１
・
５
校
に
一
名
の

司
書
を
配
置
で
き
ま
す
。
そ
の
計
算
か

ら
、
当
町
に
配
分
さ
れ
て
い
る
地
方
交

付
税
の
中
に
約
３
２
０
万
円
の
学
校
司

書
を
配
置
す
る
財
源
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。 

常
山 

知
子 

 

最
近
ま
た
、
消
費
税
の
話
が
聞
こ
え
て

き
ま
せ
ん
か
？ 

５
％
か
ら
８
％
に
増

税
さ
れ
て
丸
３
年
。
来
年
１
０
月
に
は
、

今
度
こ
そ
消
費
税
を
１
０
％
に
す
る
と

…
そ
れ
を
ま
た
、
教
育
や
社
会
保
障
に
使

う
と
・
・
・
も
う
ウ
ソ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 

先
日
「
全
国
商
工
新
聞
」
に
す
ご
い
こ

と
が
載
っ
て
い
ま
し
た
。
「
消
費
税
を
実

質
廃
止
。
政
権
交
代
で
税
率
６
％
か
ら

０
％
に
！
」
マ
レ
ー
シ
ア
で
す
。
こ
の
国

は
最
近
国
政
選
挙
で
、
消
費
税
廃
止
を
か

か
げ
た
野
党
連
合
が
勝
利
し
政
権
交
代

が
行
わ
れ
、
公
約
ど
お
り
６
月
１
日
か
ら

消
費
税
０
％
に
。
な
ぜ
廃
止
で
な
く
０
％

に
？
た
く
さ
ん
の
法
律
が
あ
っ
て
時
間

が
か
か
る
の
で
０
％
で
実
質
廃
止
に
。 

 

読
ん
で
い
て
「
す
ご
い
！
政
治
の
力
で

変
え
る
こ
と
が
で
き
る
！
」
夢
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
日
本
で
も
野
党
が
力
を
合
わ
せ

て
国
政
選
挙
に
消
費
税
廃
止
を
公
約
に

か
か
げ
れ
ば
、
政
権
が
交
代
す
る
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
？ 

 

消
費
税
に
代
わ
る
財
源
は
あ
り
ま
す
。

引
き
下
げ
ら
れ
た
法
人
税
を
元
に
も
ど

し
、
無
駄
な
歳
出
（
軍
事
費
や
政
党
助
成

金
）
の
見
直
し
な
ど
。
消
費
税
１
０
％
増

税
前
に
、
参
議
院
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
増

税
ノ
―
の
声
を
示
し
ま
し
ょ
う
。 

 

予
算
化
し
、
子
ど
も
た
ち
の
為
に
使

っ
て
く
だ
さ
い
。 

〈
町 

長
〉
当
町
の
子
ど
も
た
ち
は
読

書
数
も
全
国
平
均
よ
り
上
と
聞
い
て
い

ま
す
。
十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
、
学
力
向
上
、

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に
力
を
入
れ
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
ま
す
。 

☆
お
で
か
け
タ
ク
シ
ー
制
度
の 

見
直
し
に
つ
い
て 

（
質 

問
）
タ
ク
シ
ー
券
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
タ
ク
シ
ー
代
の
半
額
で
は
な

く
、
年
間
利
用
額
で
使
用
者
に
使
い
方

を
ゆ
だ
ね
、
多
く
の
人
に
利
用
し
て
も

ら
う
制
度
に
見
直
し
に
つ
い
て
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。 

（
答 

弁
）
具
体
的
な
目
的
は
町
内
で

の
買
い
物
や
通
院
で
す
。
外
出
の
困
難

な
高
齢
者
の
交
通
支
援
で
す
。
月
に
数

回
外
出
し
た
時
の
助
成
で
す
、
今
の
と

こ
ろ
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

（
質 
問
）
タ
ク
シ
ー
券
の
利
用
範
囲

を
町
内
だ
け
で
な
く
町
外
（
秩
父
地
域

内
）
で
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

（
答 

弁
）
町
内
で
の
買
い
物
や
通
院

で
あ
り
、
日
常
生
活
の
も
っ
と
も
必
要

最
小
限
の
支
援
で
す
の
で
拡
大
せ
ず
現

状
維
持
と
し
ま
す
。 
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